
法務局で行っているMyじんけん宣言をアイクリーンにて宣言させていた
だきました。また、嬉しい事に福島県ではグループ会社の（株）こんのに引
き続き2番目の宣言となりました。
昨今、ハラスメントの問題を筆頭に企業として倫理観が問われる中、外部
に公表し襟を正す事を目的とし宣言に至りました。正しい事を正しくする
事、それを教える（指導する）事は決して簡単なことではありません。人の
尊厳を守りつつ、ちゃんと指導できる会社をアイクリーン（こんのグルー
プ）は目指して行きたいと思っております。是非皆さんも賛同いただき、
Ｍｙじんけん宣言の輪を広げて頂きますよう宜しくお願い致します。
法務局 Myじんけん宣言HP
https://www.jinken-library.jp/my-jinken/#about

令和6年8月3日 オフィス家具・文具・事務用品メーカーのプラス株式会社（以下、プラス）の代表
取締役副社長の淺野様を弊社全体会議にお招きし、ご講演頂きました。大手事務用品メーカーの
副社長様が、二十数名の販売店の会議にお越し頂けた事は本当にありがたく、プラスの販売店を
大切にする姿勢を感じずにはいられません。本当にありがとうございます！

プラスと言えば、アスクルを創った会社でも有名ですが、どう言った経緯でアスクルが誕生した
のか、今の社会・業況の変化に私達が何を考え、どう変化すべきかを分かりやすく丁寧に教えて
くださり、弊社社長の紺野をはじめ社員のモチベーションが大きく向上致しました。プラスは理念
の「新しい価値で、新しい満足を。」を常に追求しており、その熱量を肌で感じる事ができたのは
私達にとって、とても大きな出来事でした。アイクリーンはプラスのような取引先に支えられ、
お客様に高付加価値を提供して参ります。

※詳細については弊社社員にご確認お願い致します。

講 師
歴史家・作家 加来 耕三 氏

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://www.icleen.co.jp/

通信
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プラス株式会社

写真前列
中央：プラス株式会社 代表取締役副社長 淺野紀美夫様
右側：プラス株式会社ジョインテックスカンパニー
セールス＆マーケティング本部 東北支社 支社長 渡川宏樹様

皆さんは、人のために弐千円（以上）を使ってくださいと
言われたら、何に使いますか？

先日、弊社社長の紺野よりメールが入りました。
「社員全員に弐千円を配り、人のために使ってもらって
ほしい、そして何に使ったか教えて欲しい」

〇ルール
・人のためなら、家族でも他者でもなんでも良い
・自分のポケットマネーを追加しても良い
・社員同士で配布された弐千円を集めて
使用するのはNG
・使い道は寄付であろうと、なんでもOK なぜ、こんな事を？ 理由は以下のとおりでした。

・誰かのために役に立つ事をしなさいと言うだけは簡単。
会社として実施させるのであれば原資は必要。

・社会のため、ああしなさい、こうしなさいと言うのも、
指示されて動く事も大切だが、大事なのは考えて行動
する事。そのきっかけが作りたかった。研修の一環
として指示を出した。

・社長自身色々考えて行動しているが、新たな考え、
 知恵を皆から吸収したい。

誰かのために、何かしましょう、しなくては、と考えている
人は多数いると思います。でも、「思う」ことを「行動」に
転嫁する人、出来る人は意外に少ないと思います。会社
でこういった取り組みが、一歩を踏み出すきっかけに
なればと言う想いが詰まった研修もつくづく当グループ
らしいなと感じる一コマでした。

こんの・アイクリーン
代表取締役 紺野道昭

東北会場

関東会場 2026プレゼンター衣装
大阪・関西万博風（手作り）

2026年の新春の集いは、NTTビジネスソリューションズ（株）、人と感動
経営研究所の小栗健吾氏お招きしご講演頂きました。
今までご講演頂いた講師の方々と小栗氏に大きな違いがあります。それ
は現役の企業にお勤めされている方であるという点です。会社員であり
ながら有給休暇と自身の身銭を使い、沢山の学びを積んでこられており、
弊社にお越しくださった際も、「紺野社長からお話しをお伺いしたい！」と
突撃訪問してくださったくらいバイタリティーあふれる方です。そんな現役
かつ学びの深い方のご講演であったことと、「受取力」の本質が相まって
「ご講演が良かった」「大きな学びになった」と社員から沢山の喜びの声が
聞こえてきました。社会人、企業人としてはもちろんのこと、人として受取
力と（自身）のあり方が人生を豊かにすることを学べるご講演でした。
小栗さん貴重なお話かつ懇親会までご参加いただき、本当にありがとう
ございました。
※ご講演内容等、詳しい内容は弊社担当社員から聞いていただけると幸いです。

第 一 部 講 演 会
受 取 力 と あ り 方 を 磨 こ う

講 師
NTTビジネスソリューションズ株式会社

バリュービジネス担当部長
人と感動経営研究所
代表 小栗 健吾 氏
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・自分のポケットマネーを追加しても良い
・社員同士で配布された弐千円を集めて
使用するのはNG
・使い道は寄付であろうと、なんでもOK

2025年の新春の集いは、香取感動マネジメントの香取貴信先生をお招きし、社会人
として大切なことはみんなディズニーランドで教わったと題しご講演頂きました。「仕
事」の在り方を面白おかしく、分かりやすく教えていただきました。特に印象深いお話
として、仕事とはお客様の「これくらいやって当たり前」を超える（期待を超える）ため
日々考えながら実践していくことが仕事の在り方であり、それは自分の中の「本気の
スイッチ」が入っていないと出来ない事を沢山の事例を交えお教え頂きました。何事
も出来るかどうかは誰にもわからない、すべてにおいてやってみないと分からない、
やる前から決めつけない自分を作ることが、仕事の第一歩なのだと感じました。貴重
なお話 ありがとうございました！

2025プレゼンター
ジャック・スパロウ

こんの・アイクリーン・E.メンタル

代表取締役 紺野道昭

E.メンタル福島
業務部長 本多 隆仁

新入社員 その他

仙台センター
横山 陽俊

春日部センター
藤本 正樹

こんのグループ全体で２０２４キャンペーン
を開催。郡山センターの山田所長が受賞。

副賞はなんとLAドジャースの観戦権!!

本 社
事務主任 渡邊 佳織

年間優秀社員賞に、本社の佐藤綾乃
が受賞。仕事・会社に対する心構え
行動が優れていたこと、そして何より
他者に対し優しさをもって率先して
行動できることが経営理念に合致し、
優秀社員賞の決め手となりました。

弊社・当グループは結果よりもプロ
セスに重点をおいており、そう言った
良いプロセス沢山表彰したいと考え
ております。

入社半年でこの快挙、佐藤さん本当
におめでとうございます！

年度方針発表

こんの・アイクリーン・E.メンタル

代表取締役 紺野道昭

2026年のこんのグループのスローガン
「One Team One Future ～beyond2051～」

今年はグループ会社であり、こんのグループの根幹で
ある「株式会社こんの」が75周年の節目を迎える年です。
代表である紺野は「永続」を常に考え、永続こそが社員と
その家族、そして地域社会に対し貢献できると考えており、
強靭な100年企業を指すうえで、この75周年が重要な
節目ととらえております。
会社の未来は経営層だけが作るものではありません。
役員と社員が一丸となり「OneTeam」でチャレンジする
ことが、企業にとって重要であると想いをこめた内容です。
私たちはこの考えのもと、自分達で作る未来に一歩一歩
前進してまいります。

75周年記念事業
新ユニフォーム発表

75周年記念事業として、手始めにユニフォームの統一が執り行わ
れました。現在、こんの・アイクリーン・E.メンタルと会社がわかれて
おり、ユニフォームも会社毎違う状況です。
今年の年度方針にある「OneTeam」を体現するため、社長より
ユニフォーム委員会の発足指示があり、有志11名が意見をとりま
とめ発表とあいなりました。
なお、ブルゾンのデザインは2025年大阪関西万博のスタッフ衣装
をデザインした服部真理子氏に依頼、作成頂きました。何パターン
かの色とデザインがあり社員投票により決定。お客様先でお披露目
できる日を楽しみしております。
女性事務社員の制服も一新しユニフォームを統一。時代背景も
考慮し、スカートかスラックスかを選択できるように致しました。

キャンペーン表彰

団体表彰
福島センター

個人表彰
福島センター

営業係長 生天目 和幸

優秀運転表彰

優秀運転表彰
郡山センター

配送営業 田中 彰浩

年間優秀社員賞

本社コールセンター
佐藤 綾乃
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今年は
第３部懇親会も開催！

久ぶりの懇親会。非常
にもりあがりました
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